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所
役
囲
刷櫛
　
灘

松
電
中
、
、

なんといつても

　　　ご婦人の力

今年度になつてまだ一件
の火災を出しておりませ
ん。日頃皆様が、火の用
心に家族ぐるみで努力さ
れているたまものと存じ
ます。

ことしこそ一・件の火災も

出さないぞ…・・

松之山町消防団

一

新
町
長
新
議
員
選
出
さ
ろ

地
辻
り
な
ど
歴
史
的
試
練
と
対
決
す
る
議
場
は
厳
粛

議
長
に
村
山
氏
、
副
議
長
に
小
野
塚
氏

　
刈
り
入
れ
を
目
前
に
控
え
て
の
選
挙
戦
は
三
十
日
早
く
も
町
長
は
無
競
争
当
選
と
決
つ
た

が
、
二
十
六
の
議
席
を
争
う
議
員
選
挙
は
収
獲
の
前
哨
戦
と
も
い
う
べ
く
活
溌
に
た
た
か
わ

れ
、
九
月
四
日
に
は
別
掲
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
送
ら
れ
た
。

　
こ
ん
ど
の
改
選
に
よ
る
党
派
別
議
席
（
届
出
に
よ
る
）
は
無
所
属
二
十
二
、
共
産
党
二
、

社
会
党
二
、
自
民
党
一
と
な
つ
て
お
り
年
令
別
に
は
三
十
才
台
五
、
四
十
才
台
七
、
五
十
才

台
十
二
、
六
十
才
台
二
と
な
つ
て
お
り
三
十
才
台
議
員
の
進
出
が
目
立
つ
て
い
る
。

　
地
記
り
、
構
造
改
善
政
策
に
よ
る
、
僻
地
農
業
の
立
ち
お
く
れ
、
教
育
予
算
の
ぼ
う
張
な

ど
沢
山
の
歴
史
的
な
試
練
を
山
積
し
て
町
議
会
の
前
途
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。

　
真
に
住
民
の
生
活
を
守
り
地
方
自
治
を
確
立
す
る
政
治
の
術
は
何
か
、
一
万
の
町
民
は
信

じ
又
．
憂
い
静
か
に
考
え
乍
ら
見
守
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
写
真
は
当
日
の
議
場
）

漁
響
　議長
村山政光氏
4』肖一曹’響’　㍉一

　
改
選
後
初
の
町
議
会
は
九
月

九
日
午
前
九
時
か
ら
町
役
場
で

開
催
さ
れ
た
。

　
佐
藤
町
長
よ
り
新
任
の
後
援

が
あ
つ
た
の
ち
新
議
員
二
十
六

名
中
の
最
年
長
者
高
沢
奥
治
郎

氏
が
仮
議
長
と
な
つ
て
日
程
に

は
い
つ
た
。

　
ま
ず
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ

　
村
山
政
光
　
　
二
四
票

　
高
沢
奥
治
郎
　
　
一
票

一
白
　
　
票
　
　
　
一
票

『
で
村
山
政
光
氏
が
議
長
に
当
選
．

㎜
ー
・
一
副
議
長
選
挙
で
は

　
小
野
塚
吉
三
郎
　
二
三
票

　
江
口
正
徳
　
　
　
　
二
票

　
本
山
林
一
　
　
　
　
一
票

で
小
野
塚
吉
三
郎
氏
が
副
議
長

に
当
選
し
た
。

蔚
驚
袈
墾
羅

　副議長
野塚吉三郎氏

ぶ
れ
が
決
定
し
た
。

総
務
文
教
委
員
長
本
山
林
一

　
　
　
副
委
員
長
佐
藤
大
治

　
　
　
委

　
　
　
〃

　
　
　
〃

土
木
委
員
長

　
副
委
員
長

　
委
　
員

　
〃
　
〃

員
樋
口
量
栄

　
早
川
数
市

　
滝
沢
正
二

　
布
施
源
一
郎

　
久
保
田
政
治

　
高
沢
佐
平

　
佐
藤
幸
栄

　
田
辺
一
夫

　
寸
ユ
　
　
主
目

　
ホ
ロ
　
　
、
マ

　
志
賀
武
一

社
会
厚
生
委
員
長
村
山
一
二

　
　
　
副
委
員
長
高
沢
奥
治
郎

　
　
　
委
　
員

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

産
業
委
員
長

　
副
委
員
長

山
岸
石
松

高
橋
初
巳

福
原
庚
造

小
野
塚
輝
夫

江
口
正
徳

佐
藤
五
良
治

　
今
回
の
町
長
改
選
に
あ
た
り
，

町
議
会
並
に
町
内
有
志
多
数
の

御
推
盤
に
従
い
重
ね
て
の
立
候

補
い
た
し
ま
し
た
る
処
幸
に
有

権
者
の
み
な
さ
ん
の
御
理
解
と

　概鰯
．

御
支
持
に
よ
り
ま
し
て
無
投
票

当
選
を
さ
せ
て
い
た
ど
き
ま
し

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
光
栄
か
つ

感
激
の
至
り
で
御
座
い
ま
す
。

　
戴
に
過
去
八
年
間
の
町
政
に

お
寄
せ
い
た
マ
き
ま
し
た
、
御

理
解
あ
る
御
協
力
御
支
援
並
に

今
回
の
選
挙
に
重
ね
て
お
よ
せ

頂
ぎ
ま
し
た
皆
々
様
の
絶
大
な

る
御
支
持
、
温
い
御
同
情
に
対

し
夏
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
上
げ

ま
す
Q

　
今
や
い
ち
ぢ
る
し
い
経
済
の

成
長
に
よ
り
都
市
、
農
村
間
の

決
　
意
　
新

町
長
　
佐

地
域
格
差
が
ま
す
ま
す
増
大
し

一
？
萱
た
め
に
町
村
塁

一
釜
に
新
建
危
誉
直
面
し

一
て
い
る
と
云
つ
て
過
言
で
は
な

｝
い
と
信
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り

『
ま
す
。

・
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
一
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＝
＝
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＝
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冒
＝
＝
＝
＝
＝
噂
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＝
＝
＝
ニ
ニ
＝
＝
＝
』
二
鵬
＝
＝
一
二
．
＝
＝
＝
曹
書
一
一
＝
帥
＝

の
基
礎
的
条
件
ぐ
あ
つ
て
綜
合

的
な
計
画
を
樹
立
し
、
其
の
実

現
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
新
議
会
発
足
に
当
り
我
等
は

自
か
ら
の
姿
勢
を
正
し
非
常
事

態
に
対
処
す
る
責
任
を
自
覚
、

挙
町
一
致
こ
の
困
難
を
克
服
し

て
進
む
旺
盛
な
る
志
気
を
、
葺

揚
以
て
町
民
の
期
待
に
副
わ
ん

事
を
期
す
。

右
決
議
す

　
　
昭
和
三
十
八
年
九
月
九
日

　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

警
奮
○
巽
つ
と
む
氏
を

轡
一
麟
…
　
…
“

順
論
薫
・
馨
嚢

鱗
川
盛

各
位
よ
り
ご
寄
…
箭
．
一
、
葦
∵
∵
∵
葦

礫
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…
㎜
㎜
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㎜
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無
所
属
　
久
保
田
政
治
　
5
0

　
　
　
　
（
土
木
委
員
長
）

　
選
挙
も
終
り
、
自
治
体
本
来

の
姿
に
た
ち
返
り
、
私
は
こ
う

思
い
、
か
く
努
め
た
い
。

　
こ
れ
に
加
え
て
松
之
山
町
に

於
て
は
昨
秋
来
地
辻
り
の
大
災

害
を
こ
う
む
り
全
く
全
身
創
痘

の
状
態
と
云
は
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
早
く
こ
の
痛
手
を
癒

し
難
関
を
切
抜
け
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す

1こ
藤

重

孝

が
、
そ
れ
に
は
何
ん
と
致
し
ま

し
て
も
挙
町
一
致
の
団
結
の
も

と
に
お
た
が
い
最
大
限
の
力
を

．
発
揮
し
て
の
努
力
す
る
こ
と
を

、
誓
い
あ
つ
て
頂
か
ね
ば
な
ら
ぬ

秋
か
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

　
委
員
　
山
岸
定
佐
久

　
〃
　
　
　
　
樋
口
藤
夫

　
〃
　
　
　
　
小
野
塚
光
男

　
〃
　
　
　
　
　
佐
藤
彦
平

　
同
日
の
議
会
で
は
村
山
二
一

議
員
ほ
か
三
名
の
提
案
に
よ
り

つ
ぎ
の
「
松
之
山
町
非
常
事
態

に
対
処
す
る
決
議
」
が
な
さ
れ

た
。「
新
町
議
会
発
足
に
当
り
非
常

事
態
対
処
に
関
す
る
決
議
。
」

　
わ
が
松
之
山
町
は
未
曾
有
の

大
地
辻
り
に
遭
遇
し
立
町
の
基

礎
が
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て

居
る
Q

　
こ
の
地
t
り
を
防
止
し
、
農

地
等
の
災
害
復
旧
を
計
り
被
災

者
対
策
に
万
全
の
手
段
を
講
じ

民
生
の
安
定
を
期
す
る
事
は
緊

急
を
要
す
る
重
要
課
題
で
あ
る

　
こ
の
大
災
害
克
服
の
た
め
当

面
議
会
が
、
一
致
し
て
努
力
す

る
事
を
誓
う
と
共
に
、
更
に
農

業
の
近
代
化
と
教
育
の
振
興
交

通
綱
の
整
備
拡
充
積
極
的
な
観

光
行
政
の
推
進
等
は
、
町
発
展
，

一
、
正
し
く
明
る
い
着
実
た
町

造
り
。

一
、
地
辻
り
災
害
の
復
興
は
慎

重
な
考
察
と
積
極
的
な
努
力
貼

一
、
産
業
構
造
改
善
の
動
向
に

は
長
期
的
な
展
望
を
以
て
寄
与

し
た
い
。

一
、
教
育
．
医
療
交
通
通
信
箪
柱

会
的
施
設
の
立
遅
れ
を
と
り
灰

し
た
い
。

無
所
属
　
本
山
林
「
5
6

　
　
（
総
務
文
教
委
負
長
）

」
交
通
問
題
の
整
備

　
　
冬
期
交
通
の
確
保

乞
町
政
振
興
へ
地
域
差
を
な
く

　
し
た
い
。

a
松
之
山
の
実
情
に
立
つ
た
農

　
政
振
興
。

す
Q
　
私
も
微
力
な
が
ら
こ
の
度
び

の
選
挙
を
通
じ
て
の
感
銘
を
も

と
に
新
た
な
決
意
を
も
つ
て
当

一
松
之
山
町
の
こ
の
深
刻
な
事
態

に
対
処
す
る
こ
と
を
以
つ
て
基

本
令
題
と
し
地
七
対
策
を
含
む

総
合
対
策
の
確
立
へ
と
皆
さ
ん

の
ご
期
待
に
そ
む
か
ぬ
よ
う
身

を
さ
さ
げ
て
の
努
力
を
お
誓
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

　
ど
う
か
今
後
と
も
特
段
の
御

㎜
指
導
、
御
叱
正
、
御
鞭
燵
を
た

一
ま
わ
り
た
く
心
か
ら
御
願
い
申

上
げ
ま
す
。

　
以
上
極
め
て
簡
単
な
が
ら
御

礼
に
併
せ
御
願
い
申
上
げ
ま
し

て
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

．
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＝
＝
7
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＝
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＝
；
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＝
一
二
一
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＝
＝
呂
＝
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＝
3
■
2
呂
一
3
3
品
a
＝
＝
＝
3
呂
3
一
＝
二
畠
3
2
＝
3
器

4
松
之
山
地
辻
地
帯
を
含
む
町

　
内
地
辻
対
策
の
積
極
的
推
進

凱
小
、
中
、
高
校
の
施
設
整
備

a
観
光
地
松
之
山
の
温
泉
開
発

　
と
、
こ
れ
ヘ
タ
イ
、
・
・
ン
グ
を

　
併
せ
た
農
家
の
副
業
収
入
増

無
所
属
　
村
山
一
＝
　
5
5

　
　
（
社
会
厚
生
委
員
長
）

r
．
’
甲

社
会
党
　
江
口
正
徳
　
5
7

　
　
　
　
（
産
業
委
員
長
）

　
　
　
　
繍
蟹
、

典
鋤

無
所
属
　
滝
沢
正
二
　
6
0

豪
雪
僻
地
帯
の
振
興
と
開
発

一
、
第
一
次
産
業
（
農
林
業
）

と
他
産
業
と
の
所
得
の
格
差
が

益
々
輻
大
す
る
の
に
対
処
し
町

内
外
交
通
網
の
拡
充
農
耕
地
の

集
団
化
林
業
畜
産
を
一
段
と
指

導
奨
励
し
て
所
得
の
増
加
を
計

る
〇一
、
地
辻
り
地
帯
の
防
災
の
完

備
を
速
進
し
被
災
者
の
救
援
に

努
力
す
る
。

一
、
教
育
施
設
の
充
実
。

共
産
党
　
佐
藤
大
治
　
痢

一
、
地
方
自
治
の
原
則
を
守
り

町
民
の
生
活
と
福
祉
向
上
の
為

に
努
力
す
る
。弩

一
、
地
辻
り
災
害
防
止
の
促
進

と
復
旧
後
の
農
地
の
近
代
的
経

営
。一
、
観
光
促
進
の
為
の
交
通
綱

の
整
備
Q

一
、
学
校
教
育
の
民
主
化
と
統

合
に
依
る
教
育
設
備
の
充
実
Q

一
、
町
民
の
健
康
確
保
と
向
上

の
為
に
医
療
施
設
の
充
実
。

無
所
属
　
村
山
　
清
　
35

　
薄
学
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
純
白
な
若
き
情
熱
と
強
い
信

一51一
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念
を
以
つ
て
議
会
に
臨
み
綴

に
精
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
一

町
内
の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
一

御
支
援
と
御
鞭
婆
切
に
お
璽

い
　
し
と
げ
ま
す
の
　
　
　
　
ハ

尚
此
の
度
の
選
挙
に
お
い
て
一

皆
様
方
の
御
支
援
と
御
理
解
匹

よ
り
ま
し
て
目
出
度
く
当
選
さ
一

せ
て
頂
き
ま
し
た
事
を
衷
心
三

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
所
属
　
福
原
庚
造
　
4
8

　
当
町
の
現
状
か
ら
特
に
左
の

点
籍
意
し
・
筐
皆
様
の
皇

近
霜
談
相
婁
つ
て
重
責
一

　
　
　
　
　
難
鵜

麟
騨

を
果
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
生
の
安
定
。

　
針
の
確
立
。

　
な
観
光
行
政
。

路
農
地
並
に
被
災
者
の
家
屋
対

策
、
観
光
と
教
育
、
其
の
他
幾

多
の
問
題
を
解
決
に
努
力
致
し

安
心
し
て
行
け
る
町
作
り
に
力

一
、
地
虹
防
止
工
事
の
促
進
と

二
、
生
徒
減
に
処
す
る
基
本
方

三
、
農
業
の
近
代
化
と
積
極
的

四
、
長
期
的
展
望
に
立
つ
た
道

　
路
計
画
の
樹
立
及
整
備
促
進

無
所
属
　
高
沢
奥
治
郎
　
60

　
　
「
一
　
言
」

　
公
約
等
と
麗
々
し
く
掲
げ
て

見
て
も
経
常
費
を
除
い
て
精
々

五
、
六
百
万
円
し
か
余
裕
な
く

後
は
町
債
に
俊
た
ね
ば
新
規
事

　
　
　
　
　
　
　
勝

、
心
蝦
彗

　
に
依
る
長
期
安
定
計
画
の
檎

　
立
と
こ
れ
の
実
施
に
努
力
す

　
る
o

無
所
属
　
小
野
塚
光
男
　
36

　
す
、
、
へ
て
の
町
民
の
皆
様
と
素

直
に
話
し
合
い
の
出
来
る
議
員

と
し
て
松
之
山
町
振
興
発
展
の

を
つ
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
以
来
の
大
地
L
り
災

害
は
、
吾
々
僻
地
住
民
全
体
に

と
つ
て
極
め
で
．
重
大
な
問
題
と

い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う

ぞ
御
指
導
と
御
、
、
へ
ん
達
の
程
御

願
い
し
ま
す
。

無
所
属
　
田
辺
一
夫
　
4
5

　
御
支
援
を
戴
き
ま
し
て
紙
上

に
て
厚
く
御
礼
を
申
上
ま
す
。

私
は
常
に
地
域
の
皆
様
方
の
声

を
心
に
刻
み
な
が
ら
町
勢
の
発
．

展
と
町
民
の
方
々
の
福
祉
を
考
．

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
生
き
て
行
け
る
松
之
山
の
、

ゑ
　
を
ロ

一
二
、
主
要
道
通
学
道
路
の
整
備

一
充
実
．

藩
裸
の
地
す
べ
り
対
策

四
、
辺
地
に
お
け
る
通
信
綱
の

確
立
。

［
五
、
教
育
施
設
ル
備
の
充
実
と

一
学
力
の
向
上
を
図
る
。

無
所
属
　
佐
藤
五
良
治
　
5
6

業
不
可
能
に
近
い
町
の
財
政
の

実
態
の
中
に
於
い
て
強
い
て
申

せ
ば一
、
教
育
の
向
上
施
設
の
完
備

一
、
産
業
の
増
大
所
得
格
差
の

是
正一
、
道
路
綱
の
整
備
と
新
設

一
、
厚
生
福
祉
関
係
の
改
善

一
、
地
辻
災
害
の
早
期
復
旧

自
民
党
　
樋
口
量
栄
　
5
3

　
過
去
四
年
間
の
体
験
を
生
か

し
愛
す
る
郷
土
、
松
之
山
発
展

の
た
め
町
民
の
民
生
安
定
、
道

　
　
地
辻
に
対
す
る
恒
久
的
対

策
農
地
経
済
機
構
改
善
対
策
を

早
急
に
実
施
し
な
く
て
は
地
辻

防
止
後
も
尚
経
済
の
疲
弊
が
考

え
ら
れ
る
是
非
地
辻
対
策
と
相

ま
つ
て
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
宇
宙
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、

地
辻
応
急
防
止
の
完
全
と
恒
久

一
、
僻
地
道
路
開
発

一
、
教
育
施
設
の
完
備

一
、
青
少
匂
健
全
育
成

一
、
住
み
よ
い
郷
†
の
施
策

一
、
畜
産
、
植
林
の
奨
励

無
所
属
　
山
岩
定
佐
久
　
47

一
、
農
村
経
済
対
策

二
、

為
若
さ
、
と
勇
気
を
も
つ
て
努
力

致
し
、
議
会
に
新
風
を
送
り
こ

む
事
を
約
束
致
し
ま
す
。

無
所
属
　
高
橋
初
己
　
5
8

　
再
度
の
当
選
に
当
り
皆
様
方

の
御
厚
情
と
御
支
援
に
感
激
し

心
か
ら
御
礼
申
上
げ
ま
す
と
共

に
責
任
の
重
大
を
痛
感
し
次
の

諸
間
、
題
に
つ
い
て
特
段
の
配
意

が
必
、
要
と
考
え
で
、
お
り
ま
す
。

二
、
地
虹
り
問
題

　
防
止
工
事
促
進
に
音
心
を
用
い

、
被
災
地
、
皆
様
方
の
民
生
の
安
．

定
に
努
力
し
ま
す
。

一
、
道
路
問
題

　
町
道
の
改
良
整
備
に
よ
つ
て

産
業
の
基
盤
で
．
も
あ
る
交
通
の

円
滑
を
計
る
様
努
力
し
ま
す
。

一
、
産
業
問
題

　
農
業
の
近
代
化
と
名
実
共
に

観
光
松
之
山
に
し
た
い
。

　
　
私
の
公
約

L
町
民
の
要
望
す
る
行
政
を
行

　
う
為
に
議
場
の
審
議
に
万
全

　
を
期
す
る
。

Z
健
全
財
政
に
依
る
爺
点
的
債

　
極
政
策
を
支
持
す
る
。

3
町
と
農
業
団
体
一
体
と
な
つ

　
て
松
之
山
農
業
の
讐
造
改
善

レ
魚
屡

的
計
画
に
よ
つ
て
松
之
山
町
よ

り
地
七
を
追
放
し
た
い
念
願
で

す
。社

会
党
　
樋
口
藤
夫
　
35

一
、
松
之
山
地
辻
り
復
興
対
策

．
と
被
災
者
の
救
済
に
全
力
を
か

け
て
そ
の
先
頭
に
立
つ
て
斗
う
．

一
、
教
育
問
題

　
予
想
さ
れ
る
生
徒
減
に
対
す

る
方
針
を
考
え
る
。

　
以
上
の
諸
問
題
を
真
剣
に
．
取

り
く
み
松
之
山
町
経
済
の
繁
栄

を
図
る
様
そ
の
実
践
に
微
力
を
■

尽
し
ま
す
。

無
所
属
　
佐
藤
彦
平

一
、
災
害
対
策
促
進

56

《
．
霧
懸
．
’

　
い
町
政

2・

町
政
の
信
義
を
立
証
す
る

3
松
之
山
復
興
政
策
に
努
力
す

　
る

無
所
属
　
布
施
源
一
郎
　
細

二
、
二
年
生
議
員
と
し
て
立
場

　
を
　
　
し
　
　
の
　
カ
を
し
た

蔦
．罫
殉
稲
焔
鞭
警

嘉
覆
旧
の
促
進
を
計
良

生
の
安
｛
．
疋
を
計
る
。

㎝
三
、
文
教
施
設
の
合
理
化
に
依

斎
財
政
の
円
滑
を
計
甚
業

ハ
ま
ホ
　
　
の
　
ゑ
が
　
　
だ
と

一
考
え
る
・

函
、
正
し
い
政
治
の
響
口
に
努

曹
畿
慧
競
髄
雛
摺

一
、
松
之
山
中
心
部
の
無
、
医
村

状
態
を
解
消
し
国
保
の
赤
字
解

消
に
努
力
す
る
。

二
鹿
渡
線
豊
、
原
峠
に
ト
ン
ネ
ル

を
貫
運
す
る
事
が
松
之
山
町
の

．
産
業
発
展
の
根
本
的
施
策
と
考

え
そ
の
実
現
の
為
に
努
力
す
る

一
、
町
政
の
窓
口
を
民
主
化
し

町
民
の
声
を
中
心
と
し
た
政
治

へ
の
姿
勢
を
正
さ
せ
る
Q

無
所
属
　
早
川
数
市
　
　
菊

無
所
属
　
小
野
塚
輝
夫
　
5
2

　
　
公
　
　
約

L
平
和
と
公
平
を
唱
え
る
明
る

｛
を
さ
け
、

今
日
の
松
之
山
町
に
最
も
大
切

な
事
だ
と
思
う

雁
所
属

一
　
公

一
L
地
辻
防
吐
工
事
速
進
を
要
望

一
す
る
・

乞
耕
地
復
興
整
備
の
速
進
を
要

望
す
る
。

㎜
　
＼
、
嚢
歪
聾
糞 ぎ

　
　
　
ダ

爆煙明
る
い
町
、
づ
ぐ
、
り
が

、
　
　
　
0

高
沢
佐
平
　
57

　
約

造
り
に
県
命
努
力
致
し
ま
す
。

無
所
属
　
佐
藤
幸
栄
　
49

　
地
七
災
害
に
尚
特
に
交
通
の

　　　　r　　讐
　　1　一　　　、r

便
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
一
無
所
属
　
志
貿
武
一
　
5
8

　
今
回
計
ら
ず
も
部
落
一
同
の

推
薦
に
よ
り
町
議
に
立
候
補
し

ま
し
た
が
、
私
の
心
境
は
今
春

県
議
選
に
出
た
時
と
同
じ
く
地

一
3
被
災
住
宅
擁
護
を
県
、
国
に

一
要
請
す
る
。

需
之
串
学
穣
翠
区
域

百
購
鐘
建
築
を
決
定
し
た

一
遠
距
離
地
区
の
弱
体
児
童
の
久
．
、

一
期
豪
雪
時
も
学
校
を
休
ま
せ
ぬ

一
為
の
男
女
別
宿
泊
所
給
食
寝
具

等
の
完
備
設
置
を
強
く
、
要
請
す

る
。臥
明
る
い
町
政
と
住
み
よ
い
町

位
と
か
名
前
と
か
が
問
題
で
は

な
く
、
地
域
振
興
に
全
力
を
傾

注
し
た
い
と
い
う
一
念
だ
け
で

一
あ
り
ま
す
。
今
後
は
町
民
の
皆

さ
ん
と
良
く
話
合
い
、
皆
さ
ん

と
力
を
合
せ
て
微
力
乍
ら
大
局

的
見
地
よ
り
最
善
を
尽
し
た
く

存
じ
ま
す
。

共
産
党
　
山
津
石
松
　
3
9

　
今
後
町
民
の
皆
様
の
支
持
を

基
礎
と
し
て
町
議
会
の
内
か
ら

も
外
か
ら
も
斗
つ
て
行
く
事
を

お
警
い
し
ま
す
。

　
民
主
々
義
と
権
利
を
守
る
た

嘉聾

も
の
と
な
る
様
に
斗
い
ま
す
。

　
以
上
の
事
が
ら
を
ま
と
め
ま

す
と
一
口
に
言
つ
て
一
切
の
貧

乏
を
な
く
す
る
斗
い
だ
と
云
え

ま
す
。
皆
様
の
心
か
ら
の
御
協

力
を
お
願
甲
し
上
げ
ま
す
。

　
次
点

無
所
属
　
布
施
作
蔵
　
罰

　
町
民
の
皆
様
毎
日
汗
と
幾
つ

て
居
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
K
。

騨

　
私
の
公
約
は
「
時
間
厳
守
「

「
地
辻
り
災
害
復
旧
工
事
促

進
」
　
「
各
部
落
町
道
改
修
工
事

促
進
」
等
を
重
点
に
実
現
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
嚴
寺
牧
場
十
五
へ
㌍
ル
に

　
草
地
改
良
事

業
の
第
三
年
目

に
は
い
つ
た
天

一
水
越
大
厳
寺
原

一
牧
場
は
、
昨
秋

ま
で
に
ト
　
　
さ

一
莞
＋
ニ
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
は
牧

草
が
青
々
と
し

て
繭
え
、
七
月

か
ら
放
牧
さ
れ

た
和
牛
十
頭
が

三
々
五
々
我
が

も
の
顔
に
草
を

む
し
り
ウ
い
て

一
い
る
．

　
今
年
度
分
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
は

め
の
一
切
の
運
動
を
支
持
し
発

展
さ
せ
る
。

一
、
農
民
を
六
割
も
日
雇
に
し

て
し
ま
う
様
な
、
つ
ま
り
貧
乏

人
を
も
つ
と
大
量
に
つ
・
＼
り
だ

す
政
治
に
反
対
し
ま
す
。

一
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
地
元

を
　
ヤ
こ
と
に
　
ヒ
り
　
　
　

夏
養
犠
災
者
負
響
か

下
な
い
よ
－
に
斗
い
ま
す
．

二
、
役
場
の
窓
口
霧
蛮
つ

と
町
民
の
サ
！
ビ
ス
に
充
分
な

九
月
七
日
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
ょ
　
　
こ
と
し
の
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

る
　
　
を
　
え
　
　
の
　
ま
で
　
せ
る
と
ヤ
　
　
ナ
　
ヘ
ク
タ

舞
面
播
種
を
終
る
予
定
で
一
－
雛
羅
群
で
）

　
　
町
内
に
運
転
練
習
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
運
転
者
協
会
が
中
心
で

こ
の
ほ
ど
町
運
転
者
協
会

（
会
長
村
田
佐
市
）
が
中
心
と

な
つ
て
松
之
山
町
に
運
転
練
習

場
を
作
ろ
う
と
い
う
話
が
具
体

化
し
て
い
る
。

　
ぽ
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　

癌
り
管
あ
と
蓬
び
、
既

一
に
八
月
三
十
日
同
会
の
役
員
並

一
び
に
安
全
対
策
協
議
会
の
役
員

三
十
数
名
が
奉
仕
作
業
で
危
険

物
の
清
掃
作
業
を
実
施
し
た
。

　
町
当
局
や
町
内
各
農
協
も
こ

の
こ
と
に
は
　
　
し
て
お
る
が

一
学
校
当
煙
雀
の
安
禽
，
、

騒
音
に
よ
る
授
業
へ
の
影
響
を

お
な
じ
み
の
も
の
で
す
が
、
農

家
等
の
皆
様
方
は
あ
ま
り
関
心

を
持
た
れ
な
い
税
で
す
。

　
し
か
し
だ
ん
だ
ん
と
経
済
が

発
展
し
て
き
ま
す
と
、
必
ず
し

も
関
係
が
な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
ヤ
こ
れ
か
ら
　
　
に

［
智
れ
て
い
る
叢
葦
、
借

金
の
証
文
の
こ
と
は
あ
と
廻
し

に
し
て
、
身
近
か
に
あ
り
な
が

ら
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▽
月
賦
販
売
契
約
書
…

　
最
近
は
ミ
シ
ン
、
テ
レ
ビ
、

電
気
洗
た
く
機
、
耕
う
ん
機
等

少
し
金
額
の
張
る
も
の
は
、
月

賦
で
購
入
す
る
場
合
が
多
い
よ

｝
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
と
ぎ
、

販
売
業
者
は
大
体
一
定
の
契
約

書
を
持
つ
て
き
て
、
購
入
者
の

氏
名
捺
印
を
求
め
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
書
類
の
内
容
は

種
々
で
す
が
、
こ
れ
は
大
体
売

買
契
約
書
に
あ
て
は
ま
り
ま
す

　
売
買
契
約
書
は
、
そ
の
証
書

に
書
い
て
あ
る
金
額
が
三
千
円

以
上
の
場
合
、
十
円
の
収
入
印

紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
Q

　
そ
れ
か
ら
契
約
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
月
賦
の
金
が
完
済
す

る
ま
で
は
、
ほ
ん
と
5
に
自
分

の
も
の
と
は
な
ら
ず
、
品
物
を

　
一
時
貸
借
し
て
お
く
の
だ
、
と

い
5
よ
う
な
の
が
あ
り
ま
す
が

こ
の
場
合
は
、
売
買
契
約
の
外

考
え
て
い
ま
す
ぐ
．
あ
と
地
を

練
習
場
に
す
る
こ
と
に
は
反
対

し
て
い
る
。

一
　
な
お
関
係
者
は
こ
の
練
習
場

霧
撒
黙
鞭

一
が
、
当
薯
間
で
は
姦
警
察

…
署
と
話
し
合
い
、
来
年
度
中
に

ぽ
試
験
地
と
し
て
も
是
非
実
現

一
す
る
よ
う
運
動
を
す
す
め
る
方

　
　
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
の

一
玲
、
緬

視
e

一
説
印
紙
税
の
こ
と
は

［
解
営
萎
の
方
饒
に
・

に
も
う
一
つ
賃
貸
借
契
約
叉
は

使
用
貸
借
契
約
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
さ
ら
に
十
円

の
収
入
印
紙
が
い
る
こ
と
に
な

り
、
一
通
に
二
十
円
収
入
印
紙

を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
（
つ
。
つ
く
）

…
毫
≧
…

警
察
官
募
集

　
　
ー
新
潟
県
ー

受
付
期
間
闘
九
月
二
日
～

　
　
　
　
　
　
二
十
五
日

学
歴
は
高
卒
程
度
、
詳
細

は
各
駐
在
所
へ
ご
照
会
願

い
ま
す
。
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地
七
り
防
止
工
事

杭
打
六
七
三
本
集
水
三
カ
所

地
元
民
は
「
よ
ろ
こ
び
と
不
安
の
交
錯
し
た
気
持
で
」

　
地
t
り
被
災
地
一
同
待
望
の

第
二
期
防
止
工
事
は
七
月
二
十

六
日
に
集
水
井
工
、
八
月
二
十

二
日
杭
打
工
。
の
入
札
が
県
庁
で

行
わ
れ
た
。

　
集
水
井
工
事
は
町
内
の
高
橋

粗
、
大
海
組
の
二
業
者
が
既
に

八
月
二
十
日
よ
り
着
工
し
て
お
■

り
、
地
下
水
集
水
井
戸
を
松
之

山
地
内
三
ヵ
所
に
設
置
す
る
工

事
で
そ
の
工
費
は
一
千
七
百
万

円
で
あ
る
。

　
又
杭
打
工
は
松
之
山
部
落
の

中
心
周
辺
に
の
べ
六
百
七
十
三

本
の
杭
打
ち
を
行
う
も
の
で
六

業
者
一
億
四
百
六
十
六
万
円
の

工
事
費
と
な
つ
て
お
り
、
各
社

と
も
今
月
の
は
じ
め
よ
り
事
務

所
や
飯
場
の
設
営
が
は
じ
あ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
杭
打
工
は
目
下
県
砂
防

課
湊
元
技
師
の
指
導
で
行
わ
れ

て
い
る
ボ
ー
リ
ソ
グ
調
査
の
デ

ー
タ
！
に
よ
り
設
計
変
更
も
状

況
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
Q
入
札
の
あ
ら
ま

し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
期
工
事
が
は
じ
ま
つ
た
こ
と

に
つ
い
で
．
小
口
和
男
（
建
築
業
）

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
し
て
い

る
o　
「
工
事
の
は
じ
ま
つ
た
こ
と

総
舗
雛
範
態
了
諮
離
鞭
懇
誓

一
で
い
る
と
明
日
の
こ
と
を
考
え

東
禦
な
く
な
つ
て
く
る
．

』
目
の
先
の
こ
と
を
片
づ
け
て
切

杭打工入札のあらまし　（8月22日新潟県土木部）

請
． 負業副工事 ？内容隔鋤
野，和地下建設KK瞬イル直縮踵 ，諦

　　　　　　　　　　　　　　12．0～29

前田建設工郷1”　ll：8囎15・327

大，！ヲ，建設KKi”　il：1＝ll 　g．85。

　　　　　　　　　　　㎝　’4鼠，　　　ヒr
彦岡管パイノレ1直ぞ釜　17．5～71

　　　　　　　　　16．0～ε6　　11，800
　　　　　　　　　12．0～29

　　〃　　　　　　　　　16．0～56　1
　　　　　　　　　12．0～46　15・327

　　〃　　　　　　　　　窪7．5～15

　　　　　　　　　；6．0～25　 　　　9．850

　　　　　　　　　12．0～13　

　　　　　　　　　　lア．5～5
　　　　　　　　　16．0～20　14，140
　　　　　　　　　13．0～η

　　　　　　　　　i6．0～126　25，000

コンクリートバイル直径
　　　　　　　　　14．0～157！28，550
　　　　　　　　　9、0～671
　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　673　1　104．66～

日本特珠土木KK

利根工坐：KK

：KK本間組

合　　、ll・

集水井工入札のあらまし（7月26日新潟県土木部）

請継者 巨一薯内．容壷錨
　　　　　　　　　　　千円高　橋　組i　　2ヵ所　　 11，200

大　海　組 　　1ヵ所　　i　5，880
合　　計　　　3ヵ所　　…17．080

て
地
七
り
が
止
つ
て
く
れ
れ
ば
㎜
行
わ
れ
た
。
内
容
は
つ
ぎ
の
と
一

と
い
う
期
待
を
腹
の
底
で
は
も
｝
お
り
で
あ
る
。

つ
て
い
る
が
、
反
面
と
ま
ら
↓
、
罫

い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
絶
望

感
も
あ
る
、
期
待
と
不
安
と
焦
一

㎜
操
と
交
錯
し
た
気
持
で
す
。

　
　
（
写
真
は
集
水
非
工
事
）
…

町
道
復
旧
工
事
入
札

　
町
道
の
災
害
復
旧
工
事
の
競
一

争
入
札
は
九
月
七
日
町
役
場
で
㎝

一
、
町
道
長
坂
水
頭
線
道
路
復
㎜

　
旧
丁
．
事
．
、
百
、
．
卜
鴫
一
万
円

　
請
負
者
松
之
山
町
高
橋
組

　
．
工
期
九
十
目
間

二
、
町
道
松
之
山
松
口
線
道
．
路

　
復
旧
．
工
事
九
卜
貿
．
ヴ
円

　
．
剛
負
者
松
之
山
町
大
海
組

　
．
L
期
六
十
．
圧
口
間

核
戦
艦
の
日
本
寄
港

を
許
せ
な
い

　
　
　
　
ー
世
界
大
会
報
告
1

　
こ
と
し
の
平

和
行
進
は
町
内

の
部
落
か
ら
部

落
を
結
び
乍
ら
．
平
和
の
呼
び
か

け
を
行
う
と
い
5
地
味
な
形
で
一

実
施
さ
れ
た
が
行
進
の
通
過
部

落
か
ら
は
沢
山
め
折
鶴
や
湯
茶
一

．
の
接
待
な
ど
歓
迎
を
う
け
た
。

　
八
月
五
日
～
八
日
ま
で
広
島

で
開
か
れ
た
原

水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
松
之
山

か
ら
は
事
務
局

の
田
辺
尚
二
さ

ん
（
社
教
主
事
）

が
代
表
と
し
て

参
加
さ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
ほ
ど
田

辺
さ
ん
か
ら
つ

ぎ
の
よ
う
な
報

告
が
あ
り
ま
し

た
。
　
全
国
か
ら
一

万
数
千
名
の
代

表
老
が
集
ま
つ

て
、
非
常
に
盛

に
さ
れ
ま
し
た
Q
水
爆
を
つ
ん

で
い
る
爆
撃
機
が
日
本
に
来
て

い
ま
す
。
原
爆
を
発
射
す
る
潜

一
水
艦
が
日
本
の
港
に
配
潰
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
．
原
水
爆
戦
争
の
危
険
を
も
つ

て
い
ま
す
の
で
、
日
本
か
ら
持
－

ち
帰
え
つ
て
も
ら
う
運
動
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ぎ

大
に
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
各
国
か
ら
七
十
一
名
の
代

表
も
参
加
し
ま
し
た
が
万
場
一
．

致
で
原
水
爆
禁
止
運
動
の
目
標

が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
水
爆
機
、
核
戦
艦

　
は
帰
つ
て
も
ら
う

「
原
水
爆
戦
争
の
危
険
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が

事
実
に
よ
つ
て
次
々
に
明
ら
か

ま
り
ま
し
た
。

死
ん
だ
被
爆
者

今
年
も
二
十
人

　
ま
た
、
十
八
年
前
の
原
爆
の

た
め
に
今
も
な
お
死
ん
で
行
く

人
が
今
年
も
二
十
名
近
く
あ
り

ま
し
た
。
原
爆
の
た
め
に
苦
し

ん
で
い
る
人
々
ー
入
院
し
て

い
る
人
々
、
か
た
わ
に
な
つ
た

人
々
、
仕
事
が
出
来
な
い
病
弱

の
人
々
、
生
活
が
出
来
な
い
多

う
た
め
の
運
動
を
真
剣
に
起
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
き

、
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
、
部
に
は
、
こ
れ
ら
の
さ
し

せ
ま
つ
た
、
問
題
に
と
り
く
む
こ

と
を
素
直
に
納
得
さ
れ
な
い
人

々
が
あ
り
ま
し
た
の
は
た
変
残

『
念
で
し
た
．
．
し
か
し
、
そ
う
い

〔
う
人
達
に
も
こ
れ
か
ら
↓
緒
に

一
や
つ
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け

る
こ
と
も
き
ま
り
ま
し
た
Q

　
武
器
よ
り
も

　
民
生
の
安
定
を

　
な
お
皆
様
か
ら
よ
せ
ら
れ
た

カ
と
ハ
（
寄
附
金
）
は
台
計
二

万
ヒ
百
。
五
十
四
円
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
松
之
山
町
原
水

協
が
出
来
て
以
来
、
最
高
の
額

㎜
で
あ
り
ま
す
。
ヨ
本
一
の
大
災

害
の
中
に
あ
れ
ば
こ
牌
4
、
、
平
和

く
の
人
々
1
…

こ
の
人
達
を
救
昂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

十
二
名

映
写
機

　

教
育
映
画
や

健
・
な
娯
楽
映

、
画
か
r
軽
㎝
る
に

ど
の
部
落
で
も

や
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
一
」

し
㌧
い
5
強
い
一
要

望
に
よ
り
咋
年

…
度
一
台
、
ヘ
ノ
年

・
度
一
台
と
そ
れ

ぞ
れ
十
六
ミ
リ

の
映
写
機
が
町

の
公
民
舘
に
入

つ
た
。

　
し
か
し
映
写

機
を
動
か
す
に

　
　
ド

は
、
免
許
証
が

必
要
な
の
で
、

のの
伽多

バイクの運転発許試験

9月11日の試験にようつぎのように実施

することになりました。

◎東部地区は松代で毎月11日

　　　　　　　　（休日のときは翌日）

◎西部地区安塚では毎月25日

　　　　　　　　（休Bのときは翌日）

　受験希望者は試験日の3日前までに松

代派出所へ申込んで下さい。

　申込書に受験希望地を忘れずにかいて

下さい。

松之山巡査部長駐在所

一
～
～
》
》
》
§
雪
♪
，
’
♪
津
～
～
！
～
～
多
≦
～
多
～
多
タ
…

㎜
奄
界
を
の
ぞ
み
、
、
薄
よ
傷

も
民
生
の
安
定
を
、
社
会
保
障

一
の
充
実
を
、
生
活
の
向
上
を
強

㎜
く
望
れ
る
皆
様
方
の
御
気
持

㎜
の
尊
い
結
晶
で
あ
る
と
考
え
て

一
お
り
ま
す
。
　
（
写
真
は
越
で
4

主
婦
に

免
許
証

公
民
舘
は
七
月
十
四
日
、
十
五

日
の
．
両
日
、
松
之
山
公
会
堂
で

講
習
会
を
や
つ
た
．

　
婦
人
が
十
二
名
、
青
年
が
三

名
、
先
生
が
二
名
受
講
し
た
が

こ
ん
な
に
沢
山
の
婦
人
が
最
初

か
ら
最
後
ま
で
受
講
す
る
の
は

県
下
で
も
珍
ら
し
い
の
で
、
講

師
も
す
つ
か
り
感
心
し
、

「
私
よ
り
ず
つ
と
上
手
に
操
作

す
る
主
婦
が
い
た
が
、
大
し
た

も
の
だ
」
と
一
一
一
．
日
つ
て
い
た
。

　
「
講
習
会
な
ん
か
受
け
る
の

は
い
や
だ
」
と
遠
慮
し
て
い
た

主
婦
達
か
ら
は
仲
々
希
望
者
は

な
か
つ
た
が
、
受
講
し
た
人
達

は
み
ん
な
「
出
て
よ
か
つ
た
Q

い
い
勉
強
だ
つ
た
。
習
つ
た
と

お
り
に
フ
イ
ル
ム
を
か
け
、
ス

イ
ッ
チ
を
次
々
に
入
れ
て
、
映

写
幕
に
バ
ッ
と
写
つ
た
と
ぎ
に

は
「
お
れ
で
も
出
来
る
ん
だ
」

と
い
う
嬉
し
さ
で
体
が
カ
ッ
と

あ
つ
く
な
つ
た
と
い
5
。
、

　
こ
の
程
、
全
員
が
見
事
に
免

許
証
を
と
つ
た
。

醐
◎
賄
藤
持
資
金

晒
聯
三
反
歩
以
上
を
耕

．
士
丁
・
作
し
て
い
る
農
家
の

内
者
漸
宅
修
理
移
転
・

皿
災
蓼
、
災
害
に
よ
る

μ
被
鑛
収
補
て
ん
債
釜

一
、
　
　
、
が
そ
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
込
は
随
時
農
業
委
員

一
会
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

貸
付
額
に
つ
い
て
は
農
協
と
協

｝
議
し
、
収
入
返
済
計
．
画
等
に
よ

つ
て
決
ま
り
ま
す
。
内
容
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
貸
付
最
高
額
三
十
万
円
、
利

率
は
年
五
分
、
三
年
措
置
き
で

、
二
十
年
償
還
、
保
証
人
は
二
人
－

　
第
一
次
申
込
分
に
つ
い
て
は
「

今
月
二
十
日
頃
査
定
に
か
か
り
．

ま
す
が
、
希
望
者
は
い
つ
で
も
■

猟
軽
に
巾
込
む
よ
う
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
　
タ
バ
コ
は
普
通
作

　
　
　
　
等
級
格
付
に
関
心

　
タ
バ
コ
調
理
講
習
会
（
葉
の

等
級
わ
け
）
が
十
一
日
町
役
場

で
十
二
日
浦
田
支
所
で
開
か
れ

耕
作
者
百
十
五
人
が
出
席
し
熱

心
に
受
講
し
た
。

　
こ
と
し
の
町
内
の
タ
バ
コ
作

付
面
積
は
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

タ
バ
コ
の
出
来
は
普
通
作
だ
と

新
井
専
売
公
社
で
は
み
て
い

る
o
　
出
荷
は
安
塚
収
納
所
へ
十
一

月
一
日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
が

大
体
十
五
日
ま
で
に
は
終
る
予

定
で
あ
る
。

　
価
格
は
キ
・
当
り
平
均
三
百

円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
は

じ
め
て
の
出
荷
だ
け
に
六
段
階

の
等
級
格
付
が
ど
う
な
る
か
、

耕
作
者
は
出
荷
ま
で
の
闘
の
保

官
々
理
に
細
心
の
注
意
を
払
つ

て
い
る
。

浦
田
地
区
秋
季

体
育
祭
盛
会

恒
例
の
浦
田
地
区
秋
季
体
育

祭
は
九
月
十
日
浦
川
小
学
校
庭

で
開
備
さ
れ
た
。

　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
の
候
そ
の

ま
ま
に
秋
晴
れ
の
校
庭
に
は
浦

田
地
区
中
、
小
学
校
生
徒
を
は

じ
め
婦
人
会
、
青
年
団
、
消
防

団
な
ど
一
般
の
人
達
を
含
め
て

約
七
百
人
が
参
加
し
て
盛
会
で

あ
つ
た
。

　
紅
白
対
抗
で
、
わ
ざ
と
競
つ

た
渉
、
紅
組
に
凱
歌
が
あ
が
つ

た
。

一53一
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長
い
地
匙
り
と
の
斗
い
の
歴
史

◇
水
梨
◇

片
隅
の
不
運
と
し
て
農
民
は
消
え
て
ゆ
く
の
か

女
衆
は
日
ゼ
ニ
が
取
り
た
い

　
棚
田
に
写
る
田

ご
と
の
月
は
奇
し

く
も
美
し
い
も
の

で
あ
る
Q

　
刈
草
を
終
え
て

ヒ
ナ
段
の
よ
う
に

重
畳
す
る
棚
田
の

光
景
は
圧
巻
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
は
僻
地
農
民
が

い
つ
の
時
代
か
ら
か
営
々
と
し

て
積
み
重
ね
て
き
た
き
び
し
い

生
活
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る

　
水
梨
部
落
は
世
帯
八
十
七
、

人
口
四
百
五
十
人
松
之
山
町
で

は
七
番
目
の
大
部
落
で
あ
る
。

　
水
田
耕
作
面
積
は
四
三
・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
耕
地
一
戸
平
均
は

六
七
ア
ー
ル
で
町
平
均
よ
り
や

や
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
水

田
の
六
十
％
が
古
く
か
ら
の
地

辻
り
地
帯
で
あ
る
。

　
　
大
正
十
二
年
に
地
之
リ

　
　
消
え
ゆ
く
農
民

　
昭
和
十
六
年
に
伊
藤
博
士

（
地
質
学
者
㌧
が
調
査
の
た
め

訪
れ
た
際
、
こ
の
土
地
は
牧
草

を
生
か
し
て
乳
牛
の
導
入
以
外

に
方
法
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
た

　
今
で
こ
そ
酪
農
は
常
識
と
な

つ
て
い
る
が
、
当
時
こ
の
話
を

聞
い
た
人
達
は
田
の
ア
ゼ
で
ぼ

う
然
と
し
た
も
ん
で
す
と
い
う

　
そ
れ
だ
け
に
こ
こ
で
は
地
辻

り
と
の
斗
い
の
歴
史
が
長
く
、

ほ
ん
の
片
隅
の
不
運
と
諦
観
さ

れ
黙
々
と
耐
え
て
き
た
の
で
あ

る
。
　
大
正
十
二
年
に
地
辻
り
で
十

七
戸
が
被
災
し
、
う
ち
五
人
は

職
人
に
な
つ
た
し
、
二
人
は
牛

を
引
い
て
土
引
に
な
つ
た
と
い

う
o
　
自
然
の
淘
汰
に
し
て
は
余
り

に
も
尊
い
犠
牲
と
い
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
こ
う
い
5
現
象
の
中
で

消
え
ゆ
く
農
民
の
姿
と
そ
の
社

会
的
地
位
は
憐
と
も
い
う
べ
き

で
あ
る
。

　
　
し
ん
し
よ
う
は
崩
田
か
ら

　
　
昭
和
五
年
に
工
事

「
し
ん
し
よ
う
は
崩
田
か
ら
難

儀
は
後
に
な
る
と
昔
か
ら
よ

　
く
い
つ
た
も
ん
で
す
。
事
実

　
崩
あ
と
は
安
く
冗
え
る
し
、
．

　
堀
り
さ
え
す
れ
ば
割
合
作
の

　
出
来
も
よ
か
つ
た
か
ら
」

と
手
揃
い
の
農
家
で
は
重
労
働

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
枚
一

枚
自
分
の
持
田
が
増
え
る
楽
し

み
で
余
念
が
な
か
つ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

「
大
正
十
二
年
私
の
子
供
の
頃

　
水
田
や
農
道
に
断
層
が
で
き

　
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」

と
和
久
井
さ
ん

　
そ
れ
か
ら
陳
情
の
繰
り
返
し

で
漸
く
昭
和
五
年
に
砂
防
エ
ン

テ
イ
が
着
工
さ
れ
た
。
こ
れ
が

水
梨
に
お
け
る
地
元
り
工
事
の

初
め
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
日
ゼ
ニ
の
取
れ
る

　
　
工
事
が
ほ
し
い

「
以
前
は
県
の
直
営
工
事
で
女

　
や
子
供
も
ゼ
ニ
取
り
が
出
来

　
た
Q
し
か
し
い
ま
の
工
事
は

　
す
べ
て
請
負
で
女
や
子
供
は

　
使
つ
て
く
れ
な
い
、
地
元
で

　
も
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
し
つ

　
く
り
し
た
協
力
を
や
ら
な
い

　
よ
う
に
な
つ
た
の
で
は
な
い

　
か
」

な
ぜ
請
負
制
度
に
な
つ
た
か
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
兎
に
角
．

農
村
で
も
県
の
直
営
工
事
か
何

か
で
な
ん
と
か
日
銭
の
と
れ
る
．

方
法
が
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
・

　
す
つ
ば
り
と
労
働
者
に
な
る

こ
と
も
で
き
ず
、
さ
り
と
て
農
「

業
だ
け
で
も
喰
つ
て
ゆ
け
な
い

と
い
う
い
わ
ゆ
る
潜
在
失
業
者

は
現
在
町
に
約
千
人
は
常
住
す

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
例
え
半

日
づ
つ
で
も
賃
取
り
が
出
来
な

い
か
、
と
い
う
農
民
の
卒
直
な

要
求
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
Q

六
百
俵
の
減
収
か

　
今
年
の
地
辻
り
で
米
の
売
り

渡
し
は
従
来
の
千
六
百
俵
が
千

俵
位
に
減
る
の
で
は
な
い
か
と

農
家
組
合
長
相
沢
さ
ん
は
心
配

し
て
い
る
。

　
人
に
売
つ
た
田
も
可
愛
い
い

　
出
釆
な
い
集
団
移
住

　
粒
々
辛
苦
し
て
培
か
つ
た
田

ん
ぽ
は
人
に
売
つ
て
も
な
お
可

愛
い
い
と
い
う
の
が
今
だ
に
農

民
の
素
朴
な
感
情
で
あ
る
。

　
こ
の
地
を
去
つ
て
一
体
ど
こ

え
行
け
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

だ
か
ら
集
団
移
住
も
そ
う
簡
単

に
は
で
ぎ
な
い
だ
ろ
う
と
こ
の

人
達
は
同
音
に
い
5
。

し
か
し
又

一
見
矛
盾
し
た
よ
う
な
農
民
感

情
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

　
　
町
中
央
の
地
辻
り
は
シ
ヨ

　
　
ツ
ク
、
青
年
も
悩
む

「
町
中
央
の
地
ヒ
り
は
た
し
か

　
に
シ
ヨ
ツ
ク
だ
つ
た
」

と
元
区
長
の
中
島
さ
ん
は
い
う

「
ま
ず
町
当
局
が
ガ
ツ
チ
リ
と

　
し
た
旗
を
掲
げ
て
ほ
し
い
、

　
精
神
的
な
安
定
が
ほ
し
い
」

と
、
又
青
年
会
と
し
て
も

「
こ
れ
か
ら
ど
う
い
5
生
き
方

　
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
会
議
で

　
も
そ
う
い
う
話
が
一
番
多
く

　
で
て
く
る
」

7
会
長
の
中
島
君
は
訴
え
る
・

「
個
人
個
人
で
は
ど
う
に
も
な

　
ら
な
い
、
腰
の
す
わ
つ
た
行

　
政
、
そ
の
柱
を
ガ
ツ
チ
リ
立

　
て
て
ほ
し
い
」

と
中
島
君
は
続
け
る
。

　
　
地
虹
り
と
地
名

　
こ
の
部
落
で
地
辻
り
に
関
係

「
自
分
は
兎
も
角
子
供
に
だ
け

は
の
び
の
び
と
し
た
人
生
を

送
ら
せ
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
の
子
供
の
教
育
の

在
り
方
に
大
き
な
期
待
を
か

け
て
い
る
」

あ
る
と
思
わ
れ
る
小
字
名
は
た

く
さ
ん
あ
る
。

　
落
合
（
欠
け
．
落
ち
な
ど
の

意
か
、
山
が
落
ち
合
つ
た
）

　
馬
場
平
（
地
辻
り
に
よ
つ
て

・
で
き
た
部
分
の
平
）

　
フ
ケ
（
抜
け
と
同
じ
く
地
辻

り
を
表
す
）

　
古
水
梨
、
屋
敷
田
（
と
も
に

移
住
の
跡
を
示
す
）

　
吉
尾
（
葦
の
尾
、
葦
つ
原
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
科
学
や
政
治
の
盲
点
な
く
せ

　
昭
和
三
十
八
年
度
水
梨
地
区

地
辻
り
防
止
工
事
総
額
は
県
営

で
二
九
二
万
円
と
決
定
さ
れ
た

が
、「
こ
れ
に
は
協
会
負
担
な
ど
の

　
地
元
負
担
が
あ
る
の
で
、
こ

　
の
拠
出
に
悩
ま
さ
れ
る
の
で

　
す
」

と
部
落
長
の
相
沢
さ
ん
は
お
つ

し
や
る
。

　
す
で
に
〃
地
辻
り
防
止
法
曜

に
よ
る
指
定
地
域
の
指
定
も
終

つ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
が

地
た
り
の
対
策
で
あ
つ
て
よ
い

は
ず
は
な
い
。
科
学
や
政
治
の

盲
点
は
一
日
も
早
く
と
り
の
ぞ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
（
建
設
省

地
質
調
査
所
）

　
全
国
的
に
み
て
地
辻
り
に
悩

む
人
達
は
ほ
ん
の
一
部
分
に
す

ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ

か
ら
と
い
つ
て
こ
の
地
に
営
々

と
し
て
生
き
る
人
達
を
見
捨
て

る
こ
と
は
断
固
と
し
て
許
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
。

「
誰
か
が
責
任
を
負
つ
て
ガ
ツ

　
チ
リ
と
対
処
す
る
態
度
が
何

　
よ
り
も
必
要
だ
」

と
和
久
井
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
誰
か
が
と
は
何
か
、
ま
さ
し

く
地
辻
り
地
に
生
き
ん
と
す
る

人
々
を
お
い
て
他
に
あ
ろ
う
筈

は
な
い
。

　
お
断
わ
り
“
小
字
名
の
説
明

は
建
設
省
の
塊
質
調
査
所
編

「
地
す
べ
り
地
に
生
き
る
」
を

参
考
に
し
て
筆
者
が
付
説
し
た

も
の
で
あ
る
。
　
　
（
敏
記
）

（
写
真
は
馬
場
平
よ
り
望
む
水

　
梨
部
落
全
景
）

婦
人
の
話
題

ー
天
水
越
1

や
つ
て
見
た
ら

評
件
の
い
い
共
同
炊
事

　
ゆ
で
た
ジ
ヤ
ガ
イ
モ
を
つ
ぶ

す
音
が
と
ん
と
ん
勢
が
い
い
。

と
な
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は

ザ
ル
に
一
杯
、
か
わ
を
む
い
た

ユ
デ
卵
が
盛
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ス
コ
ツ
チ
・
エ
ツ
グ
と
い

う
ん
で
す
が
、
み
な
さ
ん
に
わ

か
り
い
い
よ
う
に
、
コ
ロ
ツ
ケ

と
い
う
名
を
つ
け
ま
し
た
Q
」
．

普
及
員
の
渡
辺
さ
ん
が
元
気
よ

く
説
明
し
て
く
れ
る
。

　
「
金
も
か
か
る
し
、
世
話
だ

し
ね
え
…
…
」
と
い
う
の
で
、

五
月
十
八
日
の
農
協
婦
人
部
の

役
員
会
で
は
き
ま
ら
な
か
つ
た

共
同
炊
事
の
相
談
は
二
十
三
日

の
会
で
も
お
流
れ
。
　
「
そ
れ
で

は
希
望
者
だ
け
集
ま
つ
て
見
ま

し
よ
う
」
と
二
十
七
日
の
夜
に

は
十
七
名
が
出
席
し
た
o

　
「
六
月
一
日
か
ら
実
施
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
準
備
の
不
足

が
心
配
だ
つ
た
ん
で
す
が
、
は

じ
め
た
ら
、
皆
さ
ん
と
て
も
喜

こ
ん
で
下
す
つ
て
…
…
」
と
渡

辺
さ
ん
は
大
張
り
切
り
。
　
　
』

　
「
当
番
制
で
な
く
、
専
任
で

や
つ
て
下
さ
る
方
が
い
て
、
と

て
柚
躰
篇
篶
鉱

ね
が
だ
で
も
そ
ね
」
と
「
お
ね

」
の
お
ば
あ
ち
や
ん
（
佐
藤
タ

ケ
さ
ん
64
才
）
と
、
さ
か
や
の

お
つ
か
さ
ん
（
佐
藤
ツ
ギ
さ
ん

49

才
）
は
急
が
し
く
炊
事
場
を

か
け
ま
わ
り
な
が
ら
「
毎
日
参

加
者
が
増
え
ま
す
よ
」
な
る
程

今
で
は
四
十
戸
ほ
ど
が
参
加
し

て
い
る
。
　
「
人
員
で
百
四
十
九

名
で
す
よ
今
日
は
」
と
話
し
て

｝
い
る
と
こ
ろ
へ
、
入
つ
て
来
た

主
婦
が
、
紙
袋
か
ら
ユ
デ
卵
を

十
ケ
程
と
り
だ
し
て
殻
を
む
ぎ

は
じ
め
た
。
「
水
の
中
で
む
く

と
い
い
で
す
よ
」
と
渡
辺
さ
ん

一の
声
が
飛
ぶ
。
こ
れ
も
ま
た
追

加
分
だ
そ
う
だ
。
天
水
島
の
人

｝達
も
や
つ
て
見
た
い
と
希
望
が

出
て
い
る
り

一
　
「
栄
養
の
補
給
と
疲
労
の
回

復
と
家
事
労
働
の
軽
減
の
た
め
｝

に
と
り
あ
げ
た
が
、
今
回
は
ま

あ
五
、
六
人
で
や
り
皆
ん
な
に

見
て
も
ら
う
つ
も
り
で
い
た
」

の
が
、
急
激
に
参
加
者
が
増
え

た
と
い
う
。
男
衆
の
評
判
も
よ

く
「
よ
そ
と
違
つ
て
、
こ
こ
は

参
加
者
全
員
が
農
家
」
で
あ
る

　
夕
食
の
オ
カ
ズ
つ
く
り
が
こ
・

こ
の
共
同
炊
事
で
、
一
人
一
食

分
は
人
件
費
を
入
れ
て
平
均
二

十
一
円
だ
が
、
こ
こ
も
人
件
費

が
ナ
ヤ
、
・
・
の
た
ね
◎
　
「
皆
さ
ん

が
喜
ん
で
お
ら
れ
る
だ
け
に
、
一

農
協
組
合
長
さ
ん
に
、
見
て
』

た
だ
い
て
、
つ
づ
け
て
や
九

よ
う
に
お
ね
が
い
し
ま
し
た
」

と
渡
辺
さ
ん
は
語
つ
た
が
、
炊

事
姉
さ
ん
達
も
、
　
「
田
植
を
早
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

く
お
や
し
て
、
こ
こ
え
来
て
盈

ま
す
」
と
、
や
り
が
い
の
あ
る
」

仕
事
に
顔
色
も
明
る
い
◎

　
農
協
も
こ
の
運
動
に
手
を
貸

し
、
人
件
費
の
一
部
補
助
や
加

工
場
と
多
く
の
盟
具
は
無
料
で
．

貸
し
て
い
る
。

　
秋
は
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
頃
ま
で
実
施
す
る
が
、
近
く

各
戸
に
希
望
を
と
る
予
定
で
、

今
の
と
こ
ろ
は
ウ
率
吉
の
一

盛
況
で
あ
る
。

L
、
三
十
九
年
度
か
ら
は
、
新

し
い
評
価
基
準
に
よ
る
固
定
資

産
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
Q

水
稲
の
損
害
評
価
百

　
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
た
た
か
れ
た
「
山
ひ
び
き
」

　
町
農
業
共
済
組
合
で
は
九
月

＋
日
か
ら
水
稲
の
損
害
評
価
を

π
じ
め
て
い
る
が
、
評
価
班
は

一
＋
三
暫
わ
か
れ
て
現
地
調
査

を
行
い
二
十
日
頃
終
る
予
定
で

あ
る
。

　
こ
と
し
の
損
害
評
価
概
況
に

，
一
い
て
邨
山
農
業
共
済
組
合
長

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る

　
評
価
対
象
は
六
千
筆
、
百
七

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
全
面
積
の
約

二
〇
％
に
あ
た
る
。

　
被
害
原
因
は
百
％
イ
モ
チ
病

に
よ
る
も
の
で
、
被
害
の
多
か

つ
た
部
落
は
松
口
、
中
立
山
、

黒
倉
な
ど
の
順
に
な
つ
て
お
り

ま
た
品
種
別
で
は
、
山
ひ
び
き

一
が
最
高
に
被
害
を
う
け
て
お
る

［五
百
万
石
、
十
和
田
、
新
交
三

〇
三
、
高
嶺
錦
な
ど
が
、
こ
れ

に
つ
い
で
い
る
。

一
こ
と
に
山
ひ
び
き
茎
水
稲

一
作
付
面
積
の
二
〇
％
を
占
め
て

い
る
だ
け
に
そ
の
被
害
も
全
般

に
広
く
お
よ
ん
で
い
る
。

一
総
合
し
て
こ
も
の
稲
窪

一
平
年
作
奉
や
下
嘉
宅
の

と
推
定
さ
れ
る
。

固
定
資
産
評
価
替
え

　
　
　
　
九
月
い
つ
ば
い
は

　
　
　
　
宅
地
の
馨
　
一

　
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
実
杵
【

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
固
定
資
辛
一

評
価
替
え
は
昭
和
三
十
七
年
か

ら
補
助
員
と
と
も
に
、
現
地
羅

価
を
実
施
し
て
居
り
既
に
、
m
．

畑
、
山
林
を
終
了
し
て
現
在
宅

地
の
評
価
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
宅
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
各
．

部
落
、
あ
る
い
は
地
域
的
、
ゲ

ロ
ツ
ク
に
分
け
て
、
自
然
、
経

済
条
件
等
、
い
わ
ゆ
る
地
域
差
一

と
な
る
資
料
と
し
て
、
小
中
｛
肖
回
一

の
各
学
校
、
役
場
、
農
協
、
医
一

療
施
設
、
商
店
、
交
通
の
便
智

等
、
各
要
点
の
距
離
を
測
定
し

そ
の
宅
地
の
価
値
を
求
め
評
点

を
付
設
し
て
行
う
も
の
で
、
こ

れ
等
の
評
価
替
え
事
務
は
、
三

十
九
年
三
月
末
ま
で
に
は
終
．
」

冬
期
出
稼
求
人

　
　
　
　
　
　
　
H
早
め
に
職
業
係
へ
“

　
　
求
人
者

東
京
都

川
崎
市

東
京
都

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃一
の
宮
市

四
日
市
市

横
兵
市

名
古
屋
市

　
〃東
京
都

　
〃
　
〃
伊
本
温
泉

春
日
井
市

名
古
屋
市

高
田
市

埼
玉
県

茨
城
県

山
口
県

　
〃東
京
都

　
〃静
岡
県

小
田
原
市

湯
河
原
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